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	取組の概要
	取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点）
	取組の平時における利活用の状況
	周囲の声
	地域の避難場所としても活用される
	 独自に水害対策関連の技術を開発し、水防板や避難階段の設置、最重要室の防備、建物のピロティ化等、約100の通信用建物の整備を進める一方、リスク判断により水防対策方法の選定と優先度判定に効果的に役立てている。（防災関係団体）

